
サロベツ原野、エゾカンゾウの最盛期

昨
年

九
月

二
十
日
、

サ

官
ベ
ッ
原
野

の

一
部
が

利
尻

礼
文
国
定
公
園
に
追
加
さ
れ
、
北
海
道

で
五

番

目
、
全
国

二
十
七
番
目

の
国
立
公
園
が
誕
生
し

た
、

こ

の
こ
と
は
サ

ロ
ベ
ツ
原
野
に
と

っ
て
、
ど

の
よ
う

な
意

味
を
持

つ
も

の
で
あ

ろ
う

か
。

夏

か
ら
初
秋
に
か
け

て
に
ぎ

わ
い
を
み

せ
た
旅

人

の
姿

も
い

つ
し
か
ま
ば
ら
に
な
り
、
冬

の
訪
れ

と
と

も

に
黙
し
て
語

ら
ぬ
サ

ロ
ベ

ツ
原
野

に
雪
融

け

と
と
も

に
待
ち
受
け

て
い
る
も
の
は
な

ん
で
あ

り
、
国
立

公
園
の
指
定
が
、
サ

ロ
ベ
ツ
に
ど

の
よ

う
な
変

化
を
も
た
ら
す

の
で
あ

ろ
う

か
。
そ

こ
に

予
想
さ

れ
る
も
の
は

マ
ス

コ
ミ
や
観
光
行
政

の
パ

ラ
色

の
展
望

と
は
ま

っ
た
く
別
な
、
満
身
創
痩
に

あ

え
ぐ

サ

ロ
ベ
ッ
の
灰
色
な
姿

で
な
か
ろ
う
か
。

ザ
7
0

ベ

ツ

原

野

ご

開
「発

青

柳

正

英

ー
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
の
概
況
1

サ

ロ
ベ

ツ
原
野

は
天
塩
郡
豊
富
町
、
幌
延
町
、

天
塩
町
北
部

に
位
置

し
、
東
西
約
五
～
八
㎞
、.
南

北
約

二
七
㎞
の
南
北

に
長

い
長
方
形
に
似

た
面
積

約
二
万
㎞
余
の
区
域

で
あ

る
。

こ
の
原
野
は
サ

ロ

ベ
ツ
川
と
支
流
の

エ
ベ

コ
ロ
ベ
ツ
川

の
流
域

に
形

成
さ
れ
た
も

の
で
、
日
本

に
お
け

る
代

表
的
な
泥

炭
地

で
あ
る
。

い
ま
か
ら
七
、
○
○
○

～
六
、
○

○
○
年
前
に
は
大
き

な
潟
湖

で
あ

っ
た
と
こ
ろ
が

河
川

に
埋
積
さ
れ
陸
地
化

し
、
お

よ
そ
四
、
○
○

○
年
前
か
ら
泥
炭
層

の
形
成
が
行
わ
れ
、
現
在

の

サ

官
ベ
ツ
原
野
が
形

成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
泥
炭
地
の
面
積

は

一
四
、
六
〇
〇
㎞
で
全
道

泥
炭
地

の
七

・
三
%
を
占
め
、
石
狩

・
釧
路

の
両

泥
炭
地
に

つ
ぐ
規
模

で
あ

っ
た
。

泥
炭
層
の
厚

さ
は
、
三

m
以
上
、
厚

い
と
こ
ろ

で
は
六

m
に
も

及
ぶ
と
い
わ
れ
、

こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
泥
炭

の
堆
積

は

一
年
間

に
約

一
m
と
予
想
さ

れ
る
。

一
方

、
石
狩

の
幌
向

・
篠
津

の
泥
炭
地

は

開
発
し

つ
く
さ
れ
、
す
で
に
そ

の
姿

を
消
し

て
い

る
。現

存
す
る
わ
が
国
最
大
規
模

の
釧
路

湿
原

は
、

面
積

は
二
万
九
千
㎞
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
近
年

に
い
た

っ
て
、
都
市

の
膨
張
、
あ
る
い
は
工
業
立

地
、
農
業
、
特
に
酪
農
業

の
振
興
な
ど
の
た
め
、

湿
原
周

辺
部

の
開
発
が
進
み
、
現
在
で
は
開
発
利

用
地
間

に
点
在
す
る
面
積
を
除
く
と
、
面
積

は
二

万
㎞
弱
と

い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
湿
原

の
中
央
部

に
五
、
○

○
○

㎞
余

の
天

然
記
念
物

の
指
定
地
が
あ
り
、
タ

ン
チ

ョ
ウ
の
生

息
地
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
農
工
業
の
開
発

さ

ら
に
は
周
辺
部
の
山
林
伐
採

に
よ
る
土
砂

の
流

入
と

い
う
三
種

の
圧
迫

に
よ
り
、

こ
の
五
千
㎞
の

繁
殖
地

は
鶴
も
ろ
と
も
遠

か
ら
ず
消
失
す

る
だ

ろ

う

と
い
わ
れ

る
。
こ
の
よ
う

に
本
道

の
ほ
と
ん
ど

の
湿
原

は
、
各
種
開
発
に
よ
り
、
そ

の
姿
を
消
そ

う
と

し
て
い
る
。

サ

ロ
ベ

ツ
原
野

に
お

い
て
は
昭
和
四
十

二
年
、

日
本
生
態
学
会
北
海
道
地
区
会
が
サ

ロ
ベ
ッ
原
野

の
自
然
保
護

に
関
す

る
要
望
書
を
提
出
し
た
当
時

は
、

コ

部

に
水
路
開
さ
く
が
行
わ
れ

る
な
ど
若

干

の
人
為

は
行

わ
れ

て
い
る
も

の
の
、
現
在

の
と

こ
ろ
最

も
良
く
保

全
さ
れ
、
学
術
的

な
ら
び

に
景

観
的

に
最
良

の
条
件
を
保
持
す

る
高
層
湿
原
と
み

と

め
ら
れ
る
。

…
中
略
…
植
物
学
的

に
は
十

六
種

に
及
ぶ

ミ
ズ
ゴ
ケ
類
を
地
床
層
と
し
、
高
層
湿
原

特
有

の
多
く

の
群
落
型
を
み
る
こ
と
が

で
き
、
砂

丘
林
を
含
む
多

様
な
植
物
群
落

は
環
境
と
し

て
、

動
物
学
上
多
く

の
興
味
あ
る
条

件

を

備

え

て

い

る
L
と
、
サ

ロ
ベ

ッ
原
野
の
高

い
学
術
的
価
値
を

評
価
し
、
そ
の
自
然

の
す
ば
ら
し
さ
を
た
た
え

て

い
る
。
そ
の
当

時
の
要
保
護
地
域
の
概
要

は

(
表

1

1
)

の
と
お
り
で
あ

る
。

そ
し

て
四
十
六
年
に
は
再
度
、
開
発
事
業
計
画

の
立
案

に
際
し

て
は
同
地
区
会
と

の
連
絡
が

望
ま

し
い
と
し

て
い
る
。
四
十
七
年
に
は

こ
れ
ら
の
要
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望
と
は
別
個
に
進
む
開
発
に
対
し
、

「本
原
野
の

開
発
利
用
に
つ
い
て
諸
計
画
が
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
た
と
え
ば
、
農
業
開
発
に
つ
い
て
も
気
候

的
立
地
的
低
生
産
性
か
ら
み
て
、
こ
れ
を
克
服
す

る
に
は
仮
り
に
不
可
能
で
な
く
と
も
余
り
に
も
莫

大
な
経
費
と
時
間
と
を
要
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
し
、
工
業
開
発
に
つ
い
て
も
、
ご
く
小
規
模

な
泥
炭
利
用
に
限
定
さ
れ
る
だ
け
で
、
貴
重
な
有

数
の
自
然
の
破
壊
と
引
き
替
え
で
き
る
価
値
は
見

い
出

せ
な
く
、
す

で
に
例
が
あ
る
ご
と
く
、
泥
炭

採
掘
が
将
来
縮
少
も
し
く

は
中
止
さ
れ
た
場
合

に

は
、
単

に
破
壊

の
跡
だ
け
が
残

る
こ
と

に
な
り
ま

す
。

ま
た
、

こ
う

し
た
開
発

を
遂
行
す
る
た
め
に

計
画
さ
れ
て
い
る
日
本
海

へ
の
短

絡
放
水
路
の
開

設

(
図
1

2
)

は
、

こ
れ
も
有
数

の
砂
丘
林
を
大

き
く
破
壊
す

る
だ
け

で
な
く
、
お
そ
ら
く
原
野

の

み
な
ら
ず
海
域

の
生
態
系

に
も
大
幅
な
影
響
を
も

た
ら
す
も
の
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
従
来
、

こ
の
種

表一1サ ロベツ原野においてとくに自然保護を必要と

する地域(要 望書)(42年8月)

円山台地以南ペソケ沼に至る高層湿原(面 積約680hα)

本地域は高層湿原のもっとも代表的なものとして水位保持等

の保護が要求される。ペソケ沼は現在土砂の流入堆積がみ ら

れるが、なお原始湖沼としての形を残す好例であって景観の

保護が望ましい。

パンケ沼(面 積約250hの

本地域はいわゆる気水 よりなる泥炭沼であって、生息動物並

びに鳥類の渡米中継地の面できわめて重要なところである。

稚咲内海岸砂丘林(面 積約660hの

本砂丘林は、本邦において現存する最大最良の例の一つで、

現在保安林に指定されているが、その砂丘間湿原とともに今

後 も十分な保護が要望される。

L

a

a

(hα)表一2サ ロベツ原野の土地利用現況

その他 【合 計農用地1山 林i原 野分区
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ー計

(S45年 現在)

の
工
事

に
よ

っ
て
好

ま
し

い
結
果
が
も
た
ら
さ
れ

た
例

は
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
L
と

、
無
謀

な
開
発

構
想

に
警
[鐘
を
な
ら
し
て
い
る
。

現
在
、

サ

ロ
ベ
ッ
の
土
地
利
用
計
画
に
よ
る
と

農
業
利
用

六
五
%
、
公
園

一
七
%
、
工
業
利
用

四

%
、
そ

の
他

一
五
%
で
あ

り
、
サ

ロ
ベ

ツ
原
野
も

各
種
開
発

に
よ
り
原
始
性

を
失

い
、
長

期
的

な
存

続

は
む
ず

か
し
く
思
わ
れ
る
。

ー
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
の
土
地
利
用
1

サ

ロ
ベ

ッ
原
野
の
土
地
利
用

は
、
泥
炭
分
布
と

融
雪
水
の
滞

水
と
関
係
が
深

い
。

泥

炭

分

布

は

(
図
1

1
)

ミ
ズ
ゴ
ケ
、
ホ

ロ
ム
イ

ス
ゲ
を
主
体

と
す
る
高
位

泥
炭
が

一
、
七
〇
〇
㎞
、

ヨ
シ
、

ミ

ズ
ゴ
ケ
類

か
ら
な

る
低
位
泥
炭
が
九
、
○
○
○
㎞
、

中
間

泥
炭
が

三
、

九
〇
〇
㎞
で
あ

る
。

こ
こ
に
い

う
、
高
位

と
か
低
位
と

い
う

の
は
ご
承
知

の
と
お

り
、
地
形
的

な
高
低

に
位
置
す

る
こ
と
と

は
関
係

…な
く
、
地

下
水
面
に
対
し
て
の
上
下

で
あ
り
、
高

位
泥
炭
と
い
う
の
は
、
地
下
水
面
よ
り
も
高

い
場

所

に
生
育

し
た
湿
性

の
植
物
群
落

か
ら
な

る
泥
炭

を
意

味
す

る
。

一

こ
の
よ
う
に
高
位
泥
炭
を
形
成
す

る
植
物
群
落

　は
地
下
水
か
ら
の
水
分

の
補
給
が
な
く
、
雨
水
と

…そ
の
中
に
わ
ず
か
に
婁

れ
る
養
分
に
よ
っ
て
生

青
を
つ
づ
け
る
の
で
、
数
十
㎝
程
度
で
生
長
は
止

　

…ま
り
、
周
囲

の
生
長
が
高
ま
る
と
と
も

に
小
凹
化

}
一し
、
そ

の
結
果
、
上
に
低
位
泥
炭
層

が
形
成
さ
れ

}

る
。

こ
の
よ
う

に
し

て
泥
炭
層
は
各
種
泥
炭
が
交

互
に
、
積
み
重

な

っ
て
形
成
さ
れ
、
も
り
上
が

っ

て
ゆ
く
。

こ
れ
が
高
層

湿
原

で
あ
る
。

こ
れ
ら

の

湿
原
が
本
州

の
亜
高
山
帯

や
北
海
道

に
多
く

み
ら

れ
る
の
は
、
低
温
の
た
め
植
物

の
遺
体
が
分
解

で

き
ず
、
半
分
解
や
分
解
途
中

の
ま
ま
堆
積
し
て
泥

炭

と
な
り
、
ま
た
、
地

下
水
が
高
い
た
め
湿
性
植

物
だ
け
が
生
育

で
き
る
と
い
う
特
殊
環
境
下
に
あ

る
こ
と
に
よ
る
。
こ

の
よ
う

に
、
湿
原

は
水
と
気

候
を
最
大

の
要
因
と
す
る
生
態
系

で
あ

る
。
し
か

し
水
を
抜

い
て
、
地
下
水
を
低
く
す
れ
ば
当
然
森

林

に
と

っ
て
変

る
地
帯

で
あ

る
。
そ
こ
で
、
土
地

利
用
は
こ
の
水
位
を
下
げ
る
排
水
工
事

か
ら
は
じ

ま
る
。

O
農
業
利
用

終
戦
当
時

の
サ

ロ
ベ
ッ
原
野
は
未
開
発
状
態
で

あ

っ
た
が
、
戦
後

ま
も
な
く
樺
太

・
満
州
か
ら
の

引
揚
者
を
中
心
と
し
た
緊
急
開
拓
事
業
が
進
め
ら

れ
た
が
、

サ

ロ
ベ
ツ
川

の
毎
年

の
氾
濫
に
よ
り
入

殖
者
の
営
農

は
振
る
わ
ず
、
離
農
者
が
少
な
く
な

か

っ
た
。
昭
和

二
十
六
年
、
道
開
発
局
が
新
設
さ

れ
、
サ

ロ
ベ
ッ
川
流
域

の
総
合
開
発
計
画
が
立
案

さ
れ
た
が
、
実
現

の
可
能
性

は
少
な
か

っ
た
。
そ

れ

は
入
植
者

に
と

っ
て
、
治

水
工
事
を
実
施
し
な

け
れ
ば
営
農
継
続
が

で
き
な
い
た
め
で
あ

っ
た
。

そ

こ
で
、
昭
和
三
十
四
、
五
年
に
上

サ

ロ
ベ
ッ
原

野
約
四
、
○
○
○

㎞
を
対
象

に
国
営
明
渠
排
水
事

業
が
計
画
さ
れ
、

ま
た
、
草
地
造
成

の
技

術
面

に
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表一3サ ロペツ原野の土地利用図一1サ ロ ベ ツ原 野 の 泥 炭 分 布

47年7月目項

9,400hα

4,763

{
3,674

625

2,753

359

現 況 農 用 地

農地 造成 計画 地

特 別 保 護 区

第一種 特 別地 区

第三種 〃

泥 炭 採 取 地

計

(サ ロベツ総合調査報告書北海道開発局1967)

表「4サ ロベツ原野公園区域

積面名区地

1,610

411

83

1,319

区

区

護

馳

"

"

保

柵

騒

種

種

種

男

一
二

三

特

第

第

第

つ
い
て
も
無
客
土
工
法
が

開
発
さ
れ
、
昭
和
三
十
六

年
に
同
事
業
が
着
工
さ
れ

た
。こ
の
工
事
は
原
野
に
加

え
ら
れ
る
最
大
の
人
工
の

手
で
あ
る
こ
と
、
洪
水
氾

濫
が
防
止
さ
れ
る
こ
と
な

ど
の
点
か
ら
、
原
野
の
自

然
条
件
の
変
化
な
ど
を
経

幌莚田駕

＼====放水路

ノ
道 路'

海=乏5==河川湖沼

膿 サ・ベツ原野泥凝

∈≡…∋中間泥炭地

∈≡∋ 高位泥炭地

(==)低 位泥炭地 年
的
に
追
求
す
る
サ
ロ
ベ
ッ
総
合
調
査
昭
和
三
十

六
年
～
十
年
間
が
行
わ
れ
た
。
昭
和
四
十
五
年
、

当
時
の
サ
ロ
ベ
ッ
原
野
の
土
地
利
用
現
況
は

(表

ー
2
)
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
昭
和
四
十
七
年

度
の
北
海
道
の
開
発
計
画
案
は

(表
1
3
)
の
と

お
り
で
あ
る
。
こ
の
二
年
間
に
四
、

一〇
〇
㎞
の

農
業
開
発
は
脅
威
的
で
あ
る
。

O
工
業
利
用

泥
炭
の
工
業
利
用
は
昭
和
三
十

一
年
、
下
サ
官

ベ
ッ
原
野
に
お
い
て
天
北
化
学
が
土
壌
改
良
剤
の

製
造
を
開
始
し
た
の
に
は
じ
ま

り
、
三
井
東
圧
化
学
で
は
高
位

泥
炭
を
原
料
と
す
る
家
畜
の
飼

料

・
肥
料
の
工
業
化
を
計
画
、

丁

四
十
四
年
に
円
山
に
工
場
建
設

　礪

三
力
年
の
試
験
肇

を
経
て
四

十

八
年
度

よ
り
本
格
的

な
操
業

を
行

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
高
位
泥
炭
を

フ
ミ

ソ

質
と

フ
ァ
イ
バ
ー
に
分
け
、

フ

ミ
ソ
質
は
肥
料

成

分

を

添

加

し
、
有
機

化
成
肥
料
と
し
、

フ

ァ
イ
バ

ー
は

ソ
ル
ブ

ル
蛋
白
、

糖
密
を
添
加
し
て
、
家
畜
の
濃

厚
飼
料
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
五
年
に
は
日
本
甜
菜

制
双糖
株
式
会
社

が
ペ
ー
パ
ー
ポ

ッ
ト
の
製
造
を
目
的

に
、
土
地

所
有
者

で
あ
る
北
海
道
財
務
局

に
泥
炭
採
取
許
可

申
請

を
行

っ
た
が
、

サ

ロ
ベ

ッ
原
野

の
農
業

利
用

区
域

と
の
調
整
の
た

め
、
四
十
六
年
度

に
開
発
局

と
日
甜
製
糖

K
K
と
の
協
議
が
行

わ
れ
、
約

三
〇

〇
㎞
が
合
意

に
達

し
て
い
る
が
、
そ

の
後

、
サ

ロ

ベ
ツ
原
野

の
国
立
公
園
指
定

の
動
き
が
活
発
に
な

り
、
財
務
局
が
泥
炭
払
下
げ
を
許

可
し
な

い
た
め

立
地

に
い
た

っ
て
い
な
い
。
昭
和
四
十
九
年
、
サ

ロ
ベ
ッ
の
国
立
公
園
指
定
後
、
再
び
こ
の
動
き
が

活
発
化
し
、
現
在
、
北
海
道
自
然
環
境
等
保
全
条

例

の
特
定
開
発

の
規
制

に
ふ
れ
る
た
め
、
道

で
は

現
地
調
査
を
進

め
て
い
る
が
、
地
元
、
豊
富
町
は

工
業
利
用
に
積
極
的

で
あ

る
。

O
自
然
保
護
区

自
然
保
護
上
の
土
地
利
用

に

つ
い
て
は
昭
和
四

十
六
年
、

サ

旨
ベ
ツ
原
野
開

発
構
想
を
と
り
ま
と

め
る
に
あ
た

っ
て
、
日
本
生
態
学
会
北
海
道
地
区

会

と
の
協
議

に
よ
り
、
湿
原
の
保
護

・
保
存

を
は

か
る
べ
き
地
域
と
、
開
発
利
用
を
は
か
る
べ
き
地

域
と
の
調
整
を
行

っ
た
(
前
掲
表
1

1
)
。

一
方
、

利
尻
礼
文
国
立
公
園

に
サ

官
ベ
ッ
原
野

の
重
要
な

部
分
を
含

め
て
、
国
立
公
園
に
昇
格
す
る
運
動
が

宗
谷
地
域

の
市
町
村
か
ら
も
り
上
が
り
、
昭
和
四

十

五
年

に
は
厚
生
省

へ
陳
情
を
行

っ
た
。
厚
生
省

は
こ
れ
を
適
当
と
し
、
そ
の
後
、
環
境
庁

は
北
海

道
知
事

に
協
力
を
要
請

し
、
こ
れ
を
受
け

て
北
海

道

は
公
園
候
補
地

の
区
域

お
よ
び
公
園
計
画
を
検

討

し
、
北
海
道
案
を
環
境
庁

に
提
出
し
た
。
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一
方
、
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
の
開
発
構
想
は
、
天
塩

川
右
岸
の
堤
防
建
設
と
サ
ロ
ベ
ツ
放
水
路
の
建
設

に
よ
り
、
サ
ロ
ベ
ツ
川
洪
水
を
直
接
日
本
海
に
放

流
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
す
る
計
画
で
あ
る

が
、
こ
の
計
画
に
反
対
す
る
宗
谷
・
留
萌
管
内
の

各
漁
業
協
同
組
合
は
北
海
道
開
発
局
、
道
に
陳
情

し
た
。
ま
た
道
自
然
保
護
課
は
、
こ
の
放
水
路
計

画
は
公
園
計
画
上
、
特
別
保
護
地
区
に
指
定
を
予

定
し
て
い
る
海
岸
砂
丘
林
を
横
断
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
代
替
計
画
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
の

見
解
を
示
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
開
発
局
は
基
本

的
に
相
違
す
る
河
川
改
修
方
式
の
と
り
扱
い
に
つ

い
て
、
e
、
水
産
資
源
へ
の
影
響
調
査

⇔
、
保

図一2サ ロベツ原野の土地利用

ム

Ψ

安
林
の
機
能
お
よ
び
保
全
上
の
必
要
な
措
置
の
検

討
な
ど
の
調
査
調
整
の
完
了
ま
で
、
こ
の
河
川
改

修
に
か
か
わ
り
の
あ
る
地
域
は
当
面
、
土
地
利
用

を
定
め
ず

一
時
保
留
す
る
地
域
と
し
、
こ
の
部
分

を
除
い
て
土
地
利
用
計
画
を
促
進
す
る
こ
と
と
し

た
。こ
れ
に
対
し
、
道
は
保
留
区
域
を
河
川
改
修
区

域
だ
け
と
せ
ず
、
農
業
利
用
と
景
観
保
全
と
の
か

か
わ
り
と
、
泥
炭
採
取
予
定
地
に
も

一
部
保
留
区

域
を
設
定
し
、
調
査
を
継
続
す
る
こ
と
を
骨
子
と

す
る
土
地
利
用
案
を
再
提
案
し
た
が
、
そ
の
後
、

環
境
庁
の
見
解
と
し
て
、
積
局
的
に
農
業
利
用
を

は
か
る
区
域
は
で
き
る
だ
け
公
園
区
域
と
し
な
い

劉、沁

群晃延町

噸

/
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還
"

日

草地開発地

工業利用上也

排水路

蟹
璽

な
ど

の
当
初
方
針

の
変
更
も
あ
り
、
最
終
的

に
は

(
図
ー

2
)
の
土
地
利
用

の
決
定
の
上

に
四
十
九

年
九
月

二
十
日
、
公
園
指
定
が
な
さ
れ
た
。
し
か

し
、
そ

の
際
、
自
然
環
境
保
全
審
議
会

は
、
留
保

区
域
を
す
み
ゃ
か
に
公
園
区
域

に
編

入

す

る

こ

と
、
保

全
計
画
に
万
全
を
期
す

こ
と
な
ど
を
付
帯

条
件
と
す

る
答
申
を
行

っ
た
。
そ

の
結
果
、
公
園

指
定
区
域

は

(
図
1

3
)
で
あ
り
、
そ

の
面
積

は

(
表
1

4
)

の
と
お
り
で
あ

る
。

ー
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
の
位
置
づ
け
ー

私
達

は
な
ぜ
、
サ

ロ
ベ

ツ
原
野

の
保
護
を
う

っ

た
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
私

は
次

の
順

に
そ
の
価

値
を
評
価

し
た

い
。

一
、
日
本

に
は
も
う
完

全
な
湿
原

は
な
い
。
不

完
全
な
が
ら
尾
瀬

・
根

釧

・
サ

ロ
ベ
ッ
の
湿
原
が

あ

る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
湿
原
が
世
界
的
価
値
を

持

つ
日
は
、
も
う
そ
こ
ま
で
来

て
い
る
。

二
、
利
尻
富
士
と
稚
咲
内
砂

丘
林
を
パ

ッ
ク
に

し
た
湿
原

の
広
大
な
景
観
、
四
季
お
り
お
り
の
花

ご
よ
み
に
よ
る
景
観

の
変
化

の
美
く
し
さ
。

三
、
こ
の
広
大
な
景
観

を
形
成
す
る
個

々
の
植

物

の
か
れ
ん
な
美

し
さ
と
、
生
物
的
自
然
の
適
応

の
み
ご
と
さ
。

四
、
四
、
○
○
○

年
以
上
も

か
か

っ
て
形
成
さ

れ
た
湿
原

の
発
達
史

の
面
白
さ
。

五
、

一
度
破
壊
す

る
と
二
度
と
再
び
見

る
こ
と

の
で
き
な

い
貴

重
さ

(
湿
原

の
復
元
方
法

な
ど

に

つ
い
て
は
何
も
確
立
さ
れ
て
い
な

い
の
に
農
業

・

工
業
利
用
が
急
ピ

ッ
チ
で
進
行

し
て
い
る
現
状

に

対
す

る
不
安
さ
)
。

六
、
砂
丘
林
を
含

め
湖
沼
、
河
川
、
多

様
な
植

物
群
落

は
野
生
動
物
の
貴
重
な
生
息
地

で
あ
る
。

§

以
上
が
私

の
乏
し
い
湿
原
の
知
識

か
ら
の
評
価

で
あ

り
、
今
後
、
知
識

の
深
ま
り
に
つ
れ
て
変

っ

て
ゆ
く

か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
湿
原
ほ
ど
人

様

々
な
価
値
評
価

に
ゆ
れ
る
自
然
も
な

い
。
湿
原

を
永
遠

に
守

っ
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
湿
原

に
深

い

知
識

を
持

つ
も

の
、
湿
原
を
好
き
な
も

の
、
関

心

を
よ
せ
る
も

の
が
、
そ
の
価
値

を
周
囲

の
無
関

心

な
人
達

に
理
解
し
て
も
ら
う
努
力

を
お
し

ん
で
は

い
け
な

い
。

1
原
野
の
自
然
破
壊
の

現
状
と
保
護
に
つ
い
て
i

自
然
破
壊
は
そ
の
規
模
か
ら
い
っ
て
農
業
が
大

き
い

(
こ
れ
は
世
界
中
ど
こ
で
も
過
去
も
将
来
に

お
い
て
も
で
あ
る
)。

そ
れ
は
直
接
湿
原
を
つ
ぶ

す
こ
と
と
同
時
に
、
道
路
・
排
水
施
設
な
ど
が
他

の
区
域
に
及
ぼ
す
二
つ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

草
地
化
に
よ
る
湿
原
の
富
栄
養
化
が
公
園
区
域

に
及
ぼ
す
影
響
と
同
時
に
、
草
地
に
し
た
部
分
の

泥
炭
の
分
解
の
促
進
に
よ
り
地
盤
の
低
下
、
そ
れ

に
加
え
て
原
野
周
辺
の
森
林
地
帯
の
草
地
化
に
よ

る
一
時
的
融
雪
水
の
増
大
、
相
対
的
な
水
位
の
上
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昇
、

そ

の
結
果

、

洪
水
、

過
湿
化
↓
排
水
網

の

拡
大
↓
地
盤

の
低
下
↓
洪
水
、
過
湿
化
↓
排
水
工

事
、

こ
の
く
り
返
し
が
結
局
、
サ

ロ
ベ
ッ
の
自
然

保
護
区
を
も
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

つ
ぎ

に
泥
炭

の
工
業

利
用

で
あ
る
。

こ
れ
は
面

積
的

に
は
約

一
、
○
○
○

㎞
で
あ

る
が
、
湿
原
の

中

で

一
番
貴
重
な
植
物
群
落

で
あ
る
高
位
泥
炭

・

高
層
湿

原
を
破
壊
す
る
。
三

m
も

の
深
さ

(
三
、

○
○
○
年

の
堆
積
)

で
数

十
、
数
百
㎞

に
わ
た

っ

ー
傘
町
㌔

ハ

盤

罵
＼

幌延町
て
人
工
沼
化
す

る
こ
と

で
あ
る
。

こ
の
沼
は
泥
炭

加
工

の
際
の
排
水
を
採
取
地
に
還

元
し
て
い
る
た

め
で
き
、
有
機
物

で
濃
褐
色
な
水
で
満
さ
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
太
陽
光
線

は
上
層

で
吸
収

さ
れ
、
水

の

上
下
循
還

は
止
ま
り

、
生
物

の
生

育

に
適

さ

な

い
。
数
年
経
過
し
て
も
浮
上
し
た
泥
炭
層

に
、
わ

ず

か

ア
ヤ
メ
と

ミ
カ
ヅ
キ
グ
サ
が
み
ら
れ
る
程
度

で
あ

る
。
採
取
前
と
比
較
す

る
と
ジ

ャ
ソ
グ
ル
と

砂
漠
以
上
で
あ
る
。

こ
れ
は
中
止
さ

せ
ね
ば

な
ら

、
ノ
ノ
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な
い
。
そ
れ
が
で
き

な
い
と
し
た
ら
、
表
層

の
生

き
て
い
る
層
を
そ
の
ま
ま
保
存
し
、
採
取
跡

に
移

植
す
る
こ
と
、
当
然
の
こ
と
と
し

て
採
取
の
深
さ

を

一
m
前
後

に
お
さ
え
る
こ
と
。
最
大
限
譲
歩

し

て
も

こ
の
程
度

で
あ
る
。

つ
ぎ

に
、
観
光
客

の
ふ
み

つ
け

に
よ
る
破
壊

で

あ

る
。
こ
れ
は
当
然
、
公
園
事
業

で
木
道
な
ど
に

よ
る
利
用
規
制

を
行
う

こ
と
と
同
時
、
す

で
に
裸

地
化

し
、
外
来
種

に
よ
る
雑

草
化
の
進

ん
で
い
る

と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
植
生

の
復

元
を
行

わ
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

現
在
検
討
中

の
方
法

と
し
て
は
、
e
、
裸
地
化

な
ら
び

に
外
来
植
物
の
侵

入
し
た
部
分
を
囲

っ
て

融
雪
水
を
た
く
わ
え
、
外
来
種

の
種
子
や
根

を
浸

水
し
枯
死

さ
せ
立
入
禁
止
に
し
て
自
然
恢
復
を
待

つ
。
⇔
、
他

の
湿
原
地
域

か
ら
、
群
落
ご
と
の
ブ

戸
ッ
ク
移
植

の
方
法
で
あ

る

(
尾

瀬
で
は
ス
ゲ
の

播
種
や

一
本
毎

の
移
植
を
行

っ
て
い
る
が
、
人
為

の
害

も
含

め
て
数
年
経

て
も

な
か
な
か
う
ま
く
い

っ
て

い
な
い
)
。

1

お

わ

り

に
ー

サ

ロ
ベ
ッ
原
野

の
公
園
指
定
は
、
残
り

八
○
%

の
区
域

の
開
発

へ
名
目
を
与

え
た
の
で
は
な
か
ろ

う

か
。
自
然
の
保
護

は
、
生
態
学
で
も
法
律

で
も

充
分

で
は
な
い
。
住
民
運
動

に
さ
さ
え
ら
れ
て

い

る
の
が
、
現
状
で
は
な
か
ろ
う
か
。
地

元
に

「
サ

官
ベ

ッ
の
自
然
を
守
る
会
」
、
周
辺
部

に
浜
頓
別

自
然
保
護
協
会
、
北

オ
ホ
ー
ッ
ク
の
自
然
を
守
る

会
な
ど
が
発
足
し
、
遅
れ
ば

せ
な
が
ら
道
北
の
自

然
保
護

に
立

ち
上
が

っ
た
。
今
後

こ
れ
ら
の
環
が

広
が

り
、
北
海
道
の
自
然
が
豊
か

に
保
護
さ
れ
る

時
代

が
お
と
つ
れ
る
日
を
期
し

つ
つ
筆

を
お
く
。

(宗
谷
支
庁
林
務
課
)
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